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※都合により誌面が変更される場合がございます。

平成 27 年度が始まりました。4 月に行われた介護報酬の改定では，リハについてたく
さんの変更がありました。現場の混乱も，そろそろ落ち着いた頃でしょうか？　今

回は，OT や PT にとって身近な「福祉用具」についての改定内容について紹介します。
　まずは，対象種目の追加です。福祉用具貸与では，「車いす」に「介助用電動車いす」，
特定福祉用具販売では，「腰掛便座」に「水洗ポータブルトイレ」が加わりました。水洗
ポータブルトイレは，国が推進しているロボット介護機器開発 5 カ年計画における重点分
野に位置づけられた福祉用具で，経済産業省と厚生労働省との連携による福祉用具開発の
成果の 1 つと言えます。
　また，これまでは「給付の対象とならない機能」を有する「給付の対象である福祉用具」
は，給付の対象外でした（このような車いすがあるかは別として，座面にマッサージ機能
が付いている車いす…）。これが通信機能を有する認知症老人徘徊感知器については，給付
対象となる福祉用具と給付対象外の通信機能部分が分離できる場合に限り，通信費用は自
己負担として給付対象となりました。これも，通信技術の進歩に対応したものです。
　ちなみに住宅改修でも，「洋式便器などへの便器の取り替え」に「便器の位置・向きの変
更」が加わっています。これまでは和式や汽車式から洋式便器への便器の取り替えが対象
でしたが，既存の洋式便器の向きを変えることで便器への移乗や介助が容易になることが
認められたということです。
　また，福祉用具の貸与価格について，給付の効率化・適正化の観点から，同一の利用者
に複数の福祉用具を貸与する場合は通常の貸与価格から減額して貸与できます。福祉用具
貸与事業者は福祉用具の利用料を 1 品ごとに都道府県に届け出ていますが，これに加えて
減算の対象とする場合の利用料をあらかじめ定めて届けることになります。福祉用具の価
格は，福祉用具そのものの価格，消毒・保管，福祉用具専門相談員などが行う人的サービ
ス料などから決められますが，同一の利用者に貸与する場合はこの人的サービスが効率化
できることに着目した制度の変更です。
　介護保険制度は変更されるたびに複雑になり，理解するのが大変になってきました。
	 編集委員　渡邉愼一
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